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日本臨床検査技師連盟ニュース 

◇◆連盟ニュース◆◇ 

 

 

今号の主な内容 

 
◇連盟執行委員会報告 

 
 

◇日本臨床検査技師連盟 連盟執行委員会を開催！ 
去る 平成 26年 5月 24日（土）14：00より、日本臨床検査技師連盟執行委員会が日本臨床検査技師会館で開催された。今委員

会で、平成 26・27年度の連盟役員、連盟監事の選任と、平成 26年度の事業活動計画が審議された。 

審議に先立ち、平成 26・27年度都道府県連盟執行委員の確認と日本臨床衛生検査技師会支部より選出された候補者（各 1名計 7名）、

日本臨床衛生検査技師会執行理事会より推薦された候補者（5名）、連盟代表より推薦された候補者（1名）の確認があり、その後、

連盟常任執行委員会を開催、以下の議案が起案され、直ちに連盟執行委員会に上程された。 

<審議事項> 

１．連盟役員、連盟監事の選任について 

 平成 26・27年度技師連盟常任執行委員役員と監事を提案し、決定した。 

また、4名の先生に連盟顧問を委嘱したい旨、宮島代表より提案があり、承認された。 

２．平成 26年度連盟事業活動方針の具体的計画について 

 本年 1月の連盟執行委員会決議の連盟強化方針から、更に情勢を踏まえた事業活動計画が承認された。 

３．平成 26年度連盟予算の追認について 

 本年 1 月の連盟執行委員会において、予算案を提示、会員規模 1 万人を努力目標とした。再度、5 月末見込み状況を踏まえて、

会員規模 1万人での予算案を説明し、承認された。 

４．平成 26年度連盟予算における都道府県支部活動費について 

 支部活動費は「都道府県支部における本年度会費収入実績の 25％を上限」とし、予算案における「都道府県支部活動費の研修費」

に置き換えることが承認された。 

～  新体制スタート  ～ 

代   表         宮島 喜文  （推薦）      一般社団法人日本臨床衛生検査技師会 

副 代 表         直井 芳文  （関甲信支部）水戸済生会総合病院 

副 代 表         運天 政五郎（近畿支部）  自宅 

副 代 表         椙山 広美  （推薦）      一般社団法人岡崎市医師会公衆衛生センター 

常任執行委員     

（会計責任者幹事長）     佐野 和三  （推薦）      駿河台日本大学病院 

（女性部長）         津田 総一郎（推薦）      株式会社アムル      

（青年部長）         小川 優    （推薦）      帝京大学 ちば総合医療センター 

（会計職務代行者事務局長）島村 克哉  （推薦）   一般社団法人日本臨床衛生検査技師会 

（ブロック長）          坂西 清    （北日本支部）JA新潟県厚生連新潟医療センター 

（ブロック長）         河野 一郎  （首都圏支部）医療法人社団 康心会 湘南東部総合病院 

（ブロック長）          山口 浩司  （中部圏支部）聖隷三方原病院 

（ブロック長）          岡本 由美  （中四国支部）医療法人 天和会 松田病院 

（ブロック長）          長迫 哲朗  （九州支部）    一般社団法人福岡県臨床衛生検査技師会 

監   事         日野浦 雄之（推薦）       自宅 

同           下田 勝二  （推薦）       公益財団法人日本適合性認定協会 

～ 連盟の基本計画  ～ 

連盟は、臨床検査の発展および臨床検査技師制度のための政治活動を行い、もって国民の医療、福祉に寄与することを目的として

います。この目的の達成と、昨今の情勢を踏まえ平成 26年 1月に開催された連盟執行委員会にて、連盟強化方針が出されました。

連盟組織の再編成、連盟役員の役割、連盟会員数の増大、次回参議院選挙の 4 強化事項となります。この強化方針のもと、下記具

体的な基本計画に沿って連盟事業を展開していきます。 

１）臨床検査技師の法制度改革に取り組む 

①急性期病院での検査技師定数の設定（ベット数当たり、検査分野当たり―輸血・生理機能検査など） 

      ②技師職域・職能の拡大と技師賃金水準改善の推進 

      ③国会対応の強化と超党派による議員連盟の設立 

２）各党及び省庁へ日臨技主導で要望書を提出する 

３）連盟組織基盤を整備する 

①都道府県支部活動計画・目標の立案（入会促進策を含む） 

②ブロック単位の活動計画・目標の立案（入会促進策を含む） 

③女性部・青年部としての活動計画・目標の立案 

④技師会員対策時局説明会の実施 

⑤連盟ホームページ会員登録による自動引き落としの推進 

⑥施設別会費納入の推進 

⑦業界関連団体職員の連盟会員への加入と協力関係の強化 

⑧広報活動の強化と連盟ホームページの活用 

⑨教育・啓発活動の推進と連盟ホームページの活用 

連盟ホームページ 6 月全面リニューアル予定！会員登録・会員ページをご案内！！！！ 

 
 


